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神奈川県清川村の下部鮮新統落合層産貝化石群

奥村 　清・栗田 伊和雄・田口 公則

Kiyoshi Okumura, Iwao Kurita and Kiminori Taguchi:
Molluscan Fossils from the Lower Pliocene Ochiai Formation,

in Kiyokawa Village, Kanagawa Prefecture, Central Japan

はじめに
　宮ヶ瀬ダムが貯水を開始する前の 1992年に，旧宮ヶ
瀬発電所南方の中津川河床に露出していた丹沢層群煤ヶ
谷亜層群落合層（見上 , 1955b）（以下単に落合層と呼
ぶことにする）から多数の貝化石を採集した。 
　落合層からの貝化石の産出については見上（1955），
Shibata (1957), Mikami (1961), 鎮西 ･松島（1987），
松島 ･平田（1993），Tomida (1996)，青池ほか（1997），
松島ほか（2003）などすでに多くの報告がある。
　今回，筆者らが報告する貝化石の大半は，上記の論文
の中で報告済みであるが，上述の通り，水没によってこ
の化石産地からは新しく化石を採集することが不可能で
あり，加えて，筆者らの採集リストには従来知られてい
ない種が 1，2あることから，これらの化石を報告する。
なお，標本は神奈川県立生命の星・地球博物館に収蔵さ
れており，標本の略号はKPM-NN（神奈川県立生命の
星・地球博物館古生物標本）である。

地質概説
　化石の産出層準は落合層（見上，1955b）（大田ほか
（1986）の落合礫岩層；青池ほか（1997）の丹沢層群
早戸亜層群落合層に相当）の下部に当たる。化石産地周
辺は巨亜角礫を含み，大亜角礫を主体とするよく固結し
た礫岩である。礫岩中の大礫は，角礫凝灰岩が多く，つ
いで凝灰岩，まれに玄武岩や安山岩である。中礫・細礫
は，チャート，頁岩，粘板岩などが多い。基質は火山砂
および砕屑性の砂で，新鮮な部分は緑色である。
　地質年代に関して，見上（1955a）は落合層から 
Lepidocyclina nipponica Hanzawa を発見し，落合
層を含む煤ヶ谷亜層群の年代を中新世初期とした。岡田
（1987）は当地域の石灰質ナンノ化石から，落合層の地
質年代を CN10～ CN11（中新世後期～鮮新世後前期，
5.6～ 3.8Ma）にあたるとした。それ以降，落合層につ
いて述べた青池ほか（1997），有馬ほか（1999），松島
ほか（2003）は，いずれもこの値を踏襲している。

図 1．貝化石産出地点（図中Ｘ地点）．旧津久井町発行，1
万分の 1「津久井町地形図 2」を使用．

位　置
　化石採集位置（lat. 35°31'36"N, long. 139°13'44"E, 
旧日本測地系 (Tokyo Datum)）は旧宮ヶ瀬発電所南微西
方 120ｍに位置する中津川河床で，松島ほか（2003）の
化石産地O-10の北 30ｍの地点に当たる（図 1）。化石産
地は普段は河床礫に覆われていたが，洪水時には，砂礫が
流失し，水面すれすれのところに露出する岩場であった。

産　状
　化石は礫岩中の礫の間に挟まるようして産出するもの
と，比較的礫が少なく砂が多い部分に含まれているもの
とがある。前者には岩礁に生息する巻貝が多く，後者に
は二枚貝が多い。化石は殻が破片状になったものが多く，
異地性のものと推定された。化石の産出密度はかなり高
いが，殻が溶失したものが多い。
　本化石産地はオウナガイの産出によって特徴づけられる。
　その第１は，産出個体数が多いことである。本産地か
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らの化石採集数は 147であるのに対して，オウナガイの
採集個体数は 50で，全体の 1/3を超える。第 2は，当
産地のオウナガイの殻高は 16～ 50mmのものが 50個
体中 49個を占め，16mm未満のものは 0個，50mm以
上のものは 1個のみである。第 3は，採集したオウナガ
イのすべてが合殻個体である。特徴の第 3は，オウナガ
イが生息していた海底の近くでこの化石群集が形成した
ことを示すものと考えられるが，しかし，この化石貝類
が異地性のものとした先の推定とは矛盾する。したがっ
て，オウナガイの生息場所の近くにオウナガイ以外の貝
が移動してきて，この化石群集を形成したものと考える。

古生物学的分類
　本産地から採集した貝化石は，巻貝類 25種，斧足類
20種，掘足類 1種類である（表 1）。そのうち比較的保
存のよいものについて記載する。 

Class Gastropoda 腹足綱
Order Archaeogastropoda 原始腹足目

Family Patellidae ツタノハガイ科
Genus Cellana H. Adams, 1869 ヨメガカサガイ属

Cellana cf. nigrolineata (Reeve, 1854) マツバガイの仲間
（図 2d）

Referred specimen̶Cellana nigrolineata (Reeve), 
黒田ほか , 1971, p.22, pl.7, figs.9,10．
標本̶殻表の約 50％が保存されている 1個体（KPM-

NN0025046）。
記載̶殻の約 50％が失われているが，残存している部
分は保存がよい。殻は笠貝形。殻口は円形に近い楕円
形。殻頂は前方に寄り，殻表には殻頂から周縁に伸び
る細かな放射肋と細かな螺肋が多数あって，両者は交
わって布目状となる。残存する部分の放射状肋の数は
約 60本で，全体では 120本前後と推定できる。内面
は著しい真珠光沢を呈する。
考察̶上の記載からマツバガイ Cellana nigrolineata 
またはそれに近い種と推定されるが，殻の保存が完全
ではなく，種名の確定は困難である。
計測値̶長径 40mm，短径 15mm，殻高 15mm．

Family Trubinidae リュウテンサザエ科
Genus Trubo Linnaeus 1758 リュウテンサザエ属

Turbo cf. priscus Ozawa & Tomida, 1996
ムカシサザエの仲間

（図 2e-f）
Type specimen̶Turbo priscus Ozawa & Tomida, 

1996, pp.282-285, pl.1, figs.1-9; pl.2, fig. 8.
標本̶体層がよく保存された1個体（KPM-NN0025049）。
記載̶殻は中形でサザエ型。球形。体層は丸くてよく膨
らむ。次体層より上位の螺塔は欠損している。殻構造
のうち最も外側の外層部（mantle epithelium）が剥
げ落ちて，内側の真珠層（prismatic layer）が体層

の広い部分に残っており，鈍い真珠光沢を示す。真珠
層には約 10条の低くて平滑な螺肋がある。体層の肩
にはもっとも太い螺肋があって，これより上方の縫合
までは比較的平坦，またその下方は湾曲しながら殻底
にいたる。この間の殻表には低い螺肋が発達。縦肋は
ない。殻口は大きく横に広がり，半円形。軸唇は真直
ぐに下方に伸び，滑層が発達，臍孔を閉じる。
比較̶サザエ Batilus cornutusm，チョウセンサザエ 

Turbo argyrostoma，ニシキサザエ Turbo execellus 
に類似した形を示すが，本種は軸唇が真直ぐに下方
に伸び，滑層が発達して臍孔を閉じている点が異な
る。ナンカイサザエ Turbo (Batillus) chinensis に
類似する点が多いが殻口が類円形をしている点におい
て，本種とは別種である。本種はムカシサザエ Turbo 
priscus と類似する。サザエ形をなし，体層が大きく，
殻高の 2/3に達する。弱い不規則な螺肋が発達し，肩
にあるものがもっとも太い点などが類似点の主なもの
である。Ozawa & Tomida (1996) の記載は管状突起
について多く触れているが，本標本は幼貝で管状突起
は未発達。この点についての観察ができないため，両
種が同種であるか否かについては確定できない。
計測値̶残存する部分の殻高方向の長さ 42mm。

Turbo sp. リュウテンサザエ属の一種
（図 2g）

標本̶体層の部分が保存された 1 個体（KPM-
NN0025051）。
記載̶小形。卵型。体層が大きく，体層は殻高の 80％
を占め，殻口は上下に長く，殻高の 50％を占める。体
層の上に，小さな次体層以上の螺塔がのる。体層の真
珠層（prismatic layer）には，約 10本の表面が平滑
な螺肋があり，これらのうちの 2本は他に比べてやや
太い。体層では上方にある太い螺肋から上方の縫合ま
での殻表は比較的平坦である。臍孔周辺は広く滑層に
覆われ，臍孔は閉じる。
比較̶殻の外層部（mantle epithelium）が剥げ落ち，
真珠層（prismatic layer）が鈍い真珠光沢を呈する点
は前述の Turbo cf. priscus に類似する。臍孔が滑層に
覆われる点は Umbonium 属に似るが，Umbonium 
属は一般に殻径に対して殻高が小さいのに対して本種
は殻径に対して殻高が大きい点が著しく相違する。
計測値̶殻高 28mm．

Family Calyptraeidae カリバガサガイ科
Genus Calyptoraea Lamarck, 1799 カリバガサガイ属
Calyptoraea striata Kanno, 1960 カリバガサガイ属の一種

（図 2c）
Type specimen̶Calyptoraea striata Kanno, 1960, 

pp.212-213, pl.6, figs.18-16.
標本̶殻表が細かく侵食されているが外形はほぼ完全に
保存された個体（KPM-NN0025064）。
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表 1. 清川村宮ヶ瀬 , 落合層産出貝化石リスト
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記載̶殻は笠貝型，中形。殻口は楕円形。殻頂はほぼ中
央にあって低い。螺層は 2.5～ 3層。ほとんど膨らま
ない。縫合線は細く線状で明瞭である。殻表には殻頂
から殻口の周縁に斜交する細かな多数の線状の放射肋
があり，肋間は放射肋より幅が広い。体層の内縁は放
射肋に応じて刻まれ，その数は約 60。隔板は殻口の
約半分を占める。頂角は 90°である。
比較̶本種は Kanno (1958) によって秩父盆地名倉層
（下部中新統）から初めて報告された Calyptoraea 
striata Kanno に類似するが，後者の頂角が 120°で
あるのに対して本種の頂角が 90°である。
計測値̶長径 28mm，短径 23mm，殻高 14mm．

Family Naticidae
Genus Natica Scopoli, 1777 トラダマガイ属

Natica sp. トラダマガイ属の一種
（図 2j）

標本̶臍盤および殻口がいずれも不完全であるが，他は
ほぼ完全に保存された 3個体（KPM-NN0025068～
KPM-NN0025270）。
記載̶殻は中型，比較的薄質。体層は丸く膨らむ。螺塔
は体層に比べて小さく円錐形。螺層は 4～ 5階，縫合
は浅いが明らか。各層は膨らむ。殻表は平滑で光沢が
ある。縫合の下には狭いが，平らな部分がある。殻口
は上下に長く卵円形であることは明らかであるが，保
存が不完全なため詳細不明。外唇は丸く，内唇はまっ
すぐ。臍盤は失われている。臍孔は狭いが，深く開く。
偏圧を受け，形が多少いびつになっている。
比較̶本種は Cryptonatica janthostomoides Kuroda 

& Habe とは，各層の膨らみ具合，螺層の数がほぼ一
致すること，体層が大きく丸い点，臍孔が狭く開いて
いる点など類似点があるが，殻口が上下に長くなって
いる点に違いがあるように思われる。特に本標本は臍
盤がないため，種の決定は困難である。
　また，本種は Ampullina asagaiensis Makiyama 
と，体層が大きい点，次体層以上の螺層の形，殻口の
大きさや形に似ている点がある（鎌田 , 1972）が，本
標本が不完全なため確定できない。
計測値̶殻高 33mm。

Order Heterodonta 異歯目
Family Thyasiridae フタバシラガイ科

Genus Conchocele Conrad, 1866 ハナシガイ属
Conchocele bisecta (Conrad, 1846) オウナガイ

（図 2t-x）
Synonym̶Conchocele disjuncta Gabb, 1869; 

Thyasira bisecta nipponica Yabe & Nomuta, 1925; 
Conchocele nipponica Yabe & Nomura, 1925.

Referred specimen̶Conchosele disjuncta (Gabb), 
Kanno, 1960, p.242, pl.38, figs.9-13; Conchosele 
bisecta (Conrad), Matsushima et al. 2003, pl.12, 4.

標本̶50個体（KPM-NN0025105～KPM-NN0025154）。
記載̶殻は小型～中型で薄質。殻は丸みのある四角から，
斜めに長い形（Oblique elongate）までほぼ連続的
に変化する。殻頂は高まって前に向かい，殻頂の前は
くぼんで小月面がある。後背縁には大きな靭帯が外在
する。殻頂から後縁に向かって褶ができ，殻表には粗
い輪肋と細かな放射肋とがある。
考察̶本種は，形態的な変異が大きいことはすでに指
摘されている（Kanno, 1960; 増田 , 1982; 小笠原 , 
1982）。Kanno (1960) は採集した 7個体について，
頂角の測定を行い 70°～ 115°を得た。平均値からの
変異は小さい方へ 28％，大きい方へ 17％である。筆
者らが採集した本種のうち，比較的変形を受けていな
いと見られるもの 38個について頂角を測定したところ
90～ 121°の値をとり，平均値 105°20'である。変異
を求めたところ，平均値から，小さい方へ，大きい方
へともに 15％である。変異が大きいといわれるオウナ
ガイの頂角は，今回の研究では Kanno (1960) の資料
を含めると 70°～ 121°の値をとり，変異は頂角の小さ
い方の約 30％から大きい方の 17％の間の値をとる。
　筆者らの採集したオウナガイの殻頂の測定値の標準
偏差は 6°48'である。殻高（H），殻長（L）につい
て，L/H×100を求めたところ，75～ 124，平均値
100°00"，標準偏差は 12°6'で，頂角のそれよりも大
きな値を得た（ばらつきが大きい）。オウナガイの殻が，
死後，海底に埋没し，地圧を受けて変形する割合は，
殻頂の角の変異よりも，面積的に大きな殻の方が大き
いことを示しているものと推定した。 
計 測 値 ̶T：33mm；U：44mm；V：44mm；W：

44mm；X：42mm（いずれも殻高）。

Family Cultellidae ユキノアシタガイ科
Genus Cultrensis Coen, 1933 ユキノアシタガイ属

Cultrensis cf. attenuatus (Dunker, 1862)
ユキノアシタガイの仲間

（図 2z）
Referred specimen̶Cultrensis attenuatus (Dunker), 
黒田ほか , 1971, p.702, pl.102, fig．1.
標本̶モールド標本１個体（KPM-NN0025180）。
記載̶殻は中型，前後に長く，殻頂は前方に寄り，低い。
前縁は円く，後背縁はほとんど真直ぐで長い。後端は
円く，腹縁は大きく湾曲。後背縁と腹縁との間は後縁
に近づくにつれて狭くなる。殻頂から前腹縁に向かう
微かな褶がモールドの上にも残っている。
比較̶現生種についての記載（黒田ほか , 1971）にほ
ぼ一致する特徴を有するが，殻の溶失により殻表の彫
刻の比較ができないため種の確定は困難である。
計測値̶殻長 32mm。
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Family Semelidae アサジガイ科
Genus Abra Lamarck,1818 リュウグウザクラガイ属

Abra sp. リュウグウザクラガイ属の一種
（図 2y）

標本̶モールド化石 1個体（KPM-NN0025183）。
記載̶殻は小型，長卵形。殻頂は少し後方へ寄り，前背
縁はほとんどまっすぐで長く，前背縁と腹縁の間は前方
に向かうに従って狭くなる。前縁は円い。後背縁は短く，
殻頂の下で少しくぼむ。後端は短く裁断状。殻頂から後
腹縁隅へ弱い稜が走る。腹縁は大きく湾曲する。殻の内
面には殻頂から前腹縁隅に向かって微かな稜が走る。
考察̶上の記載は Abra 属に関する記載とほぼ一致する
が，標本が不完全で，殻表の彫刻については不明であ
るため，種の確定はできない。
計測値̶殻長 23mm。

Class Scaphopoda 掘足綱
Order Dentalioida ツノガイ目
Family Dentaliidae ツノガイ科

Genus Fissidentalium Fischer, 1885 ヤスリツノガイ属
Fissidentalium yokoyamai (Makiyama), 1934

ヤスリツノガイ
Synonym̶Dentalium complexum Dall, Yokoyama, 

1920; Dentalium yokoyamai Makiyama, 1934; 
Dentalium yokoyamai Makiyama,1934, p.44, pl, 
fig.1.

Type specimen̶Fissidentalium yokoyamai 
(Makiyama), 波部 , 1977, p.331.
標本̶殻口の一部を残す１個体（KPM-NN0025187）。
記載̶押しつぶされて断面が楕円形に変形した不完全な
標本。殻は比較的厚く殻表には 30本の細く，不揃い
のやや鋭い縦肋がある。
考察̶吉良（1954），波部（1977）によると，現生種は長大，
厚質堅固，殻頂に向かってゆるく湾曲するが，湾曲の
程度は小さい。殻表には約40本の頂の丸い縦肋がある。
これらの記載と比較すると，縦肋の数が 30本と現生
種に比べるとやや少ないが，これは化石が小型で成長
途中のものであることに原因があると考える。
計測値̶殻長 23mm。

要　約
1. 46種の化石をリストアップし，そのうち 9種につい
て記載した。

2. Turbo sp.ほか数種は，従来の記載には見られない
ものである。

3. 合殻個体のオウナガイが多産した。
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